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大
規
模
災
書
が
起
き
た
際
、
街
の
再
生
や
被
災
者
の
生
活
再
建
の
＜
設
計
図
＞
と
な
る
「
復
興
計
画
」

に
つ
い
て
、
関
西
学
院
大
災
善
復
興
制
度
研
究
所
と
読
売
新
聞
が
行
っ
た
調
査
で
、
4
7
都
道
府
県
の
う
ち
、

和
歌
山
や
広
島
、
北
海
道
な
ど
8
道
県
が
、
計
画
を
策
定
し
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ま
た
大
阪
府
、

島
根
県
な
ど
8
府
県
で
は
、
計
画
は
あ
っ
て
も
政
府
の
中
央
防
災
会
議
が
策
定
し
た
防
災
基
本
計
画
と
内

容
が
ほ
ぼ
同
じ
だ
っ
た
。
岡
研
究
所
は
「
災
害
が
起
き
て
か
ら
復
興
の
こ
と
を
考
え
て
も
遅
い
。
被
災
者

が
取
り
残
さ
れ
な
い
た
め
に
も
、
地
域
事
情
に
合
っ
た
繹
密
な
復
興
計
画
を
事
前
に
用
意
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
指
摘
す
る
。
　
　
　
　
　
　
（
地
方
部
・
加
藤
律
嘩
社
会
部
・
西
山
幸
太
助
）

中
央
防
災
会
議
は
、
阪
神
大

更
を
教
訓
に
、
1
9
9
5
年

7
月
、
防
災
基
本
計
画
を
改
訂

し
た
ご
J
わ
に
基
づ
き
、
内
閣

府
は
、
災
車
に
茸
い
街
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
、
各
都
道
府
県

で
被
害
想
定
に
応
じ
た
独
自
の

復
興
計
画
を
作
り
、
各
自
治
体

の
防
災
の
揮
針
に
な
る
地
域
防

災
計
画
の
中
に
盛
り
込
む
よ
う

要
請
し
た
。
2
0
0
7
年
度
か

ら
は
、
セ
ミ
ナ
ー
を
閲
き
、
計

画
策
定
を
早
急
に
進
め
る
よ
き

都
道
府
県
の
担
当
者
な
ど
に
呼

び
か
け
て
い
る
。

今
回
の
調
査
は
、
昨
年
1
2
月

に
都
道
府
県
の
防
災
担
当
部
署

に
調
査
票
を
郵
送
し
て
責
確

「
地
域
防
災
計
画
の
中
に
復
興

に
つ
い
て
定
め
た
章
・
項
目
」

「
地
域
防
災
計
画
と
は
別
に
復

興
計
画
の
た
め
の
指
針
や
マ
ニ

念
を
中
心
に
記
し
た
防
災
基
本

計
画
の
内
容
を
ほ
ぼ
踏
壷
し
て

い
た
の
は
、
大
阪
府
、
島
根
県
の

ほ
か
に
、
青
森
、
宮
城
、
群
馬
、
長

野
、
愛
媛
、
福
岡
の
各
県
。

上
町
断
層
照
に
よ
る
直
下
型

地
喪
な
ど
の
危
険
性
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
大
阪
府
危
機
管
理
課

は
「
復
興
の
進
め
方
は
、
災
害

が
起
き
て
状
況
を
見
な
い
と
、

予
測
し
に
く
い
。
尊
前
に
綿
密

な
計
画
を
定
め
て
お
く
べ
き
か

ど
う
か
は
今
後
の
検
討
課
題
に

し
た
い
」
と
消
極
的
だ
。

一
部
の
自
治
体
で
復
興
計
画

策
定
が
立
ち
遅
れ
て
い
る
現
状

に
つ
い
て
、
内
閣
府
は
「
努
力

旨
標
で
は
あ
る
が
、
災
害
は
い

つ
、
ど
こ
で
起
き
る
か
は
わ
か

了
∴
∵
∵
．

中
林
一
村
・
首
都
大
東
京
教

授
（
都
市
防
災
学
）
は
「
復
興

計
画
を
持
っ
て
い
な
い
自
治
体

曝
、
切
迫
感
が
な
い
か
ら
だ
。

復
興
は
3
日
目
か
ら
始
ま
る
。

ど
う
進
め
る
の
か
、
今
の
ま
ち

他の事例学び課題把握を

三∴二≡＝∴返すことになる。

えてこない自治体もあうた。　　　　機感を持って、脚計画の策
復興計画を持っていても中央　　　　定に取り組むべきだ。

防災会喜葺の防災基本計画をな
ぞっているだけで、そしゃく

山　して、考えたとは思えない内
申　容の計画もあった○
茂　復興計画は、社会の詭膏
樹　性を見つける作業だ0財政が

三十‾二幸‾

づ
く
り
が
災
害
後
の
復
興
に
つ

な
が
る
の
か
、
事
前
の
準
備
は

減
災
に
も
つ
な
が
る
」
と
試
す
。

エ
ア
ル
」
の
有
無
な
ど
を
聞
き
、

全
都
道
府
県
か
ら
回
答
を
得

た
。「

復
興
計
画
が
な
い
」
と
回

答
し
た
の
は
、
和
歌
山
、
広
島

県
、
北
海
道
の
ほ
か
、
千
葉
、

三
重
、
徳
島
、
大
分
、
宮
崎
の

各
県
。

広
島
県
危
機
管
理
課
は
「
地

境
防
災
計
画
に
盛
り
込
む
べ
き

『
復
興
』
の
定
義
自
体
が
ま
だ

整
理
で
き
て
い
な
い
」
と
策
定

し
て
い
な
い
理
由
を
説
明
。
東

南
海
・
南
海
地
震
に
備
え
、
策

定
を
進
め
て
い
る
和
歌
山
県
総

合
防
災
課
は
「
地
震
直
後
の
応

急
対
応
や
復
旧
な
ど
を
優
先
的

に
考
え
て
き
た
た
喝
復
興
計

画
は
後
回
し
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
」
と
話
す
。

中
央
防
災
会
議
が
復
興
の
理

独
自
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
も

岩
票
、
静
岡
な
ど
「
行
政
の
責
任
明
確
に
」

復
興
計
画
の
ほ
か
に
、
東
京

都
、
静
岡
県
な
ど
は
独
自
の
マ

ニ
ュ
ア
ル
な
ど
を
作
っ
て
い

る
。東

京
都
は
、
阪
神
大
震
災
の

翌
年
に
復
興
計
画
を
策
定
し

た
。
以
後
、
3
回
に
わ
た
っ
て
改

訂
。
2
0
0
3
年
、
首
都
直
下
型

地
震
に
塾
わ
れ
た
こ
と
を
想
定

し
た
被
災
者
向
け
の
「
復
興
プ

ロ
セ
ス
瀦
」
と
、
行
政
担
当
者
の

手
引
書
と
な
る
「
復
興
施
策
福
」

か
ら
な
る
震
災
復
興
マ
ニ
ュ
ア

ル
＝
写
真
且
乞
作
成
し
た
。

復
興
プ
ロ
セ
ス
編
で
は
、
災

書
が
起
き
た
際
、
被
災
者
が
地

域
か
ら
流
出
し
な
い
よ
う
に
、

被
災
地
域
内
に
仮
設
住
宅
や
店

舗
な
ど
を
設
け
、
一
時
的
に
生

活
し
な
が
ら
復
興
す
る
＜
時
限

的
市
街
地
＞
づ
く
り
へ
の
過
程

な
ど
を
示
し
て
い
る
。

復
興
施
策
編
で
は
、
復
興
体

制
の
棟
楽
の
ほ
か
に
、
都
市
、

住
宅
、
暮
ら
し
、
産
業
の
復
興

に
つ
い
て
、
各
担
当
部
署
の
浪

風
が
担
当
す
る
乗
務
に
つ
い
て

詳
し
く
ま
と
め
て
い
る
。

東
京
都
総
合
防
災
部
の
担
当

者
は
「
阪
神
大
挙
災
を
機
に
、

平
時
か
ら
で
き
る
こ
と
は
や

っ
て
海
こ
う
と
い
う
意
識
が

生
ま
れ
た
。
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

事
前
に
定
め
て
お
く
こ
と
で
、

復
興
が
都
の
貸
溝
で
あ
る
こ
と

を
明
確
に
で
き
た
」
と
強
調

す
る
。

静
岡
県
は
、
震
災
復
興
都
市

計
画
行
動
計
画
を
1
9
9
7
年

に
作
っ
た
。
そ
の
後
、
県
は
0
1

年
の
東
海
地
震
舞
3
次
被
害
額

走
の
発
表
を
機
に
、
同
計
画
を

改
訂
。
被
災
後
2
か
月
以
内
に

被
害
状
況
の
把
握
を
行
い
、
土

地
区
画
整
理
や
市
街
地
再
開
発

事
業
を
行
｝
つ
た
め
の
復
興
推
進

地
域
の
決
定
な
ど
に
つ
い
て
明

記
し
て
い
る
。

一
方
、
兵
庫
県
は
0
5
年
に
検

証
し
、
ま
と
め
た
阪
神
大
震
災

の
復
興
の
成
功
例
や
課
題
を
要

約
し
た
教
訓
本
の
作
成
を
進
め

て
お
り
、
3
月
に
も
刊
行
す
る

予
定
だ
。

同
県
復
興
支
援
謀
は
「
大
喪

災
で
は
復
興
が
手
探
り
で
行
わ

れ
た
た
め
、
時
間
が
か
か
る
な

ど
反
省
点
も
あ
っ
た
。
被
災
者

の
ニ
ー
ズ
が
ど
こ
に
あ
る
の

か
、
教
訓
を
全
国
に
伝
え
、
ほ

か
の
自
治
体
や
地
域
で
の
復
興

計
画
を
作
る
際
に
役
立
て
て
ほ

し
い
」
と
し
て
い
る
。

兵
庫
県
が
2
年
か
け

地
震
被
害
想
定
見
直
し

兵
庫
県
は
、
阪
神
大
震
災
直
後

に
策
定
し
た
県
内
の
地
震
被
孝
想

定
を
今
年
小
月
か
ら
2
年
か
け

て
大
情
に
見
直
す
こ
と
を
決
め

た
。現

在
の
被
車
想
定
は
ー
9
9
5

年
度
か
ら
3
年
を
か
け
、
山
崎
断

層
等
地
産
な
ど
五
つ
の
地
頭
を
想

定
し
て
作
っ
た
璧
2
0
0
6
年
、

政
府
の
中
央
防
災
会
議
が
、
こ

れ
ら
以
外
の
断
層
や
他
府
県
で

の
地
表
に
つ
い
て
も
被
孝
を
予

想
し
た
こ
と
か
ら
、
修
正
が
必
要

に
な
っ
た
。

県
は
、
同
会
議
よ
り
も
高
い
精

度
で
被
害
を
想
定
し
、
津
液
被
磐

や
帰
宅
困
難
者
数
な
ど
の
項
目

防災ネット

災害廃棄物無償撤去する協定
広島県と産廃協会

広島県と県産業廃棄物協会（約400
業者加盟）はこ地疫や豪雨などで発生
する、がれきなどの災害廃棄物につい
て、撤去や運搬を産廃業者が演則無償
で行う協定を詰んだ。県によると、業
者がボランティアで協力する協定は、
全国でも珍しい。

協定では、県の要請を受けた協会が、
廃棄物処理を必要とする自治体に要具
やトラックなどを出して処】塞8処理が
長期化した場合などは、協会と自治体
が処理費などを協議するとしている○

野田陪則・県循環型社会課長は「各地
域のトラック台数などを把適し、∋丑：琵
な出動を図る」と蕃している。

す
る
た
め
、
京
都
府
は
府
内
の
水

道
工
事
菓
者
で
つ
く
る
府
菅
工
事

業
協
同
組
合
連
合
会
と
協
定
を
詰

ん
だ
。協

定
香
に
は
、
府
が
市
町
村
の

水
道
施
設
の
応
急
復
旧
を
要
請
し

た
場
合
、
連
合
会
は
可
能
な
限
り

協
力
す
る
と
明
記
。
地
元
業
者
だ

け
で
対
応
で
き
な
い
場
合
は
、
ほ

か
の
地
域
の
業
者
に
も
協
力
を
要

請
す
る
。

調
印
式
で
、
同
連
合
会
の
加
藤

栄
次
郎
会
長
は
「
関
係
機
関
と
の

連
携
を
強
固
に
し
、
住
民
の
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
を
守
っ
て
い
き
た
い
」

と
述
べ
た
。

…警夏雲等蔓董

∴ニー
．と意す県て霞

馨白京水≒

防
災
用
発
電
装
置

市
役
所
に
設
置

奈
良
県
大
和
郡
山
市

奈
良
県
大
和
郡
山
市
は
、
台
風

な
ど
の
災
害
時
に
備
え
、
市
役
所

に
「
防
災
用
自
家
発
電
装
置
」
を

設
置
し
た
。
停
電
時
に
は
、
災
害

対
策
本
部
や
、
住
民
票
の
照
会
な

ど
を
行
う
市
民
課
な
ど
に
電
気
を

供
給
す
る
。

7
2
時
間
の
連
続
運
転
が
可
能

で
、
発
電
に
必
要
な
重
油
は
、

1
9
5
0
㍍
を
備
蓄
。
電
気
を

庁
舎
に
送
る
装
置
な
ど
を
合
わ

せ
て
リ
ー
ス
し
、
費
用
は
年
間

約
1
2
0
万
円
。
1
0
年
の
リ
ー
ス

期
間
の
終
了
後
、
無
償
で
市
に
濡

渡
さ
れ
る
。

市
総
務
課
は
「
近
年
、
台
風
の

上
陸
が
増
え
て
お
り
、
万
が
一
の

た
め
に
備
え
た
」
と
し
て
い
る
．


